
ゴードン会議の印象

本間さと

北海道大学医学部生理学第一講座

Gordon Conference on Chronobiology 

は、本年は4月 30日より 5月 5日まで、

イタリア、 トスカーナ州の山中にある中世

の町パルガを見おろすリゾート ホテルで開

催された。 4年前から一回おきに米国と

ヨーロ ッパで交互に聞かれるようになった

ゴードン会議であるが、今回はイタリアと

いうことで通常よりも早い季節に開催され

た。 日本人は、井上慎一山口大学教授と北

大から篠原一之氏と私の 3名、現地参加が

チューリッヒ大学留学中の遠藤拓朗氏で、

同じホテルで、同時に開催されたアンジオテ

ンシン分科会の、日本人大集団と対象的で

あった。会長がオランダの SergeDaanで

あったため、プログラムの内容は、前回に

比較して molecularが少な目で、リ ズムの

機能解析が多く、第一日目がすべて

humanのリズムというのも特徴的であっ

た。 まだハ ー バードの医学生である

D.WelshのSC N disperse cell cultureに

おける電気活動記録(ほとんどすべての S

CNニューロンがフリーランリズムを示し、

desynchroniza tion もみられる)

J.Takahashiの教室の M.Vitaternaの、

tau mutant mouseリズム解析の最新情報

等、若い研究者のすぐれた発表が目につい

た。篠原氏の SCNスライス培養での 2つ

の振動体の存在を示した発表も、振動体の

カップリングに新しい問題を提起し、大い

に注目された。 Reppertの melatonin

receptorの研究は哨乳類や鳥類での各種

subtaypeと分布、類似等まで発展してい

た。 Toblerの睡眠調節機構や、 Ruffの体

温リズム調節等、どちらかというと「先端

的Jよりもじっくり時間をかけて行った研

究成果が多かった。最終日演、 F.Karshの

sheep seasonal clockも、時間が迫る中で、

歯切れの良い季節リズムの話であった。 イ

タリア流ハプニングも多く、第一日目トッ

プバッターだった私は話の途中でプロジュ

エ クタ ーが動かなくな り、発表半分で

discussionに移行、その後もプロジェク

ターの故障が続出し、聞いている方もはら

はらし通しであった。

会期中はさわやかな晴天に恵まれ、昼食

と夕食はワイン飲み放題でパスタが前菜の

フルコースで、セミ ナールームにいるより

もレストランで、の議論の方が多かった 5日

間であった。
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